
 
 

 

１．教育目標 

基礎的な生化学的実験手法を身につけた上で、種々の病態メカニズムを実験科学的に解明していく姿勢を

学ぶ。自分の研究に関連する分野を広く学び、疑問を解明するための適切な実験計画を自ら立案し、遂行し

た後は結果のまとめと考察ができるようになることを目標とする。オリジナリティの高い研究をめざし、指

導教員や他の研究者とうまく共同研究を行えるようにする。 

 

２．到達目標 

(１) 生化学的および分子生物学的実験手法を習得する。 

(２) 酵素や抗体などタンパク質の精製法を習得する。 

(３) 動物を扱った実験手法を習得する。 

(４) 英文論文を理解し、自分の研究との関係を適切に説明することができる。 

(５) 自分の研究を的確にプレゼンテーションできる。 

(６) 他の研究者の発表を理解し、適切な質問ができる。 

(７) 論理的な英文論文が書ける。 

 

３．成績評価の方法と基準 

成績の評価は、本学で定められた「成績の評価基準」に基づき、到達目標に対する達成度及び修得すべき

基礎知識・技能の修得度により行う。 

(１) 研究の進捗状況をセミナー時に発表する。（30%） 

(２) 研究ノートを定期的に確認し、研究の進行状況を評価する。（20%） 

(３) 学会に出席し、研究内容を発表する。（30%） 

(４) 学位論文の内容および作成過程を評価する。（20%） 

 

４． 教科書・参考書 

特に定めず、必要に応じて参考資料等を配布する。 

 

５． 準備学習 

(１) 英文雑誌購読の授業前は自分で選んだ論文を読み、理解したことを発表できるようにする。 

（1時間以上） 

(２) 講義内容を整理し、ノートなどにまとめておく。（30分から 1時間程度） 

 

６．フィードバック方法 

当該年度修了時に提出する「研究計画書」、又は「研究進捗・指導状況報告書」によりフィードバックを

実施する。 
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（第１学年・昼間開講）                                     【生化学】 
種別 内容 担当教員（2 名以上） 曜日/時限 期間 単位 場所 

演習 
研究経過報告と関連論文の 
抄読 

塚本主任教授 
藤原教育教授 
江口教育准教授 

月/5限 通年 4 
ミーティング

ルーム 

講義 分子生物学・細胞生物学 
塚本主任教授 
藤原教育教授 

火/2限 通年 4 
生化学 
研究室 

実験 
研究 

大腸菌の培養およびプラスミド調製 
藤原教育教授 
江口教育准教授 

水/5限 通年 4 
生化学 
研究室 

実験
研究 

タンパク質の発現と精製 塚本主任教授 木/3限 通年 4 
生化学 
研究室 

 
（第１学年・夜間開講） 

種別 内容 担当教員（2名以上） 曜日/時限 期間 単位 場所 

演習 
研究経過報告と関連論文の 
抄読 

塚本主任教授 
藤原教育教授 
江口教育准教授 

月/6限 通年 4 
ミーティング

ルーム 

講義 分子生物学・細胞生物学 
塚本主任教授 
藤原教育教授 

火/6限 通年 2 生化学 
研究室 

講義 活性酸素と疾患 塚本主任教授 火/6限 通年 2 
ミーティング

ルーム 

実験 
研究 

大腸菌の培養およびプラスミド調製 
藤原教育教授 
江口教育准教授 

水/6限 通年 4 生化学 
研究室 

実験 
研究 

細胞培養と顕微鏡観察 
塚本主任教授 
江口教育准教授 

木/6限 通年 4 生化学 
研究室 

 
 
（第 2学年・昼間開講） 

種別 内容 担当教員（2名以上） 曜日/時限 期間 単位 場所 

演習 
研究経過報告と関連論文の 
抄読 

塚本主任教授 
藤原教育教授 
江口教育准教授 

月/5限 半年 2 ミーティング

ルーム 

実験 
研究 

細胞への遺伝子導入実験 藤原教育教授 木/4限 通年 4 生化学 
研究室 

実験 
研究 

動物を扱う実験の習得 
塚本主任教授 
藤原教育教授 

金/4限 通年 4 
生化学 
研究室 

 
（第 2学年・夜間開講） 

種別 内容 担当教員（2名以上） 曜日/時限 期間 単位 場所 

演習 
研究経過報告と関連論文の 
抄読 

塚本主任教授 
藤原教育教授 
江口教育准教授 

月/6限 半年 2 ミーティング

ルーム 

実験 
研究 

細胞への遺伝子導入実験 藤原教育教授 木/6限 通年 4 生化学 
研究室 

実験 
研究 

動物を扱う実験の習得 塚本主任教授 金/6限 通年 4 生化学 
研究室 
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